
労働時間
週30時間以上

（一般社員のおおむね4分の3以上）

①１週間の所定労働時間が20時間以上
②月額賃金88,000円（おおむね年収106万円）以上
※臨時に支払われる賃金や賞与、時間外労働などの割増賃金、通勤手当や
　皆勤手当などは含まれません。

③勤務期間が継続して1年以上見込まれる
④学生ではない
⑤従業員（社会保険適用者）501人以上の企業に勤務

　健康保険の給付を受ける権利は２年間で消滅します。時効の起算日から２年を
過ぎてしまうと、給付を受けられなくなってしまいますのでご注意ください。
　主な給付金の時効の起算日は以下のとおりです。

　一定の要件を満たす短時間労働者（パート・アルバイトなど）において、健康保険・厚生年金保険の適用が拡大されます。
　短時間労働者が厚生年金保険の適用対象になると、将来、基礎年金に加え、厚生年金を受け取ることができるように
なるなど、所得保障が手厚くなります。

主な給付金の「時効の起算日」

給付金
療養費

高額療養費

傷病手当金

出産手当金

出産育児一時金

埋葬料

時効の起算日
療養に要した費用を支払った日の翌日

診療日の翌月１日
（自己負担分を診療月の翌月以降に支払ったときは、支払った日の翌日）

労務不能であった日ごとにその翌日

労務不能であった日ごとにその翌日

出産日の翌日

死亡日の翌日

労務不能だった日
平成28年4月3日

平成28年4月4日

平成28年4月5日

時効の起算日
平成28年4月4日

平成28年4月5日

平成28年4月6日

時　効
平成30年4月3日

平成30年4月4日

平成30年4月5日

給付の申請・請求は時効前に健保組合までご連絡ください

●（例）療養費
「腰椎コルセットを作り、平成28年4月20日にコルセット代を支払った」
時効の起算日………平成28年4月21日
時効…………………平成30年4月20日

●（例）高額療養費
「平成28年4月3日から平成28年4月15日まで入院した」
時効の起算日………平成28年5月1日
時効…………………平成30年4月30日

●（例）傷病手当金
「平成28年4月3日から平成28年4月15日まで労務不能の状態だった」
傷病手当金は１日単位で支払われるため、時効も１日単位で発生します。

… … …

被保険者・被扶養者の資格がなくなったら必ず保険証をご返却ください
　会社を退職して被保険者でなくなったり、収入が増えるなどして被扶養者でなくなったりした場合、当健
保組合の保険証を使って病院等にかかることはできません。あやまって使ってしまった場合、医療費のうち
健保負担分を返還していただくことになります。

　当健保組合の資格喪失後であるにもかかわら
ず、あやまって当健保組合の保険証を使って病
院を受診してしまうと、その医療費の健保負担
分（医療費の7～9割）を当健保組合が負担する
ことになります。
　しかし、本来なら、その医療費の健保負担分
は新たに加入した健保組合等が負担するべき
ものです。そのため、あやまって当健保組合の
保険証を使ってしまった場合は、当健保組合が
負担した分をいったん返還していただいたうえ
で、新たに加入した健保組合等に払い戻しの請
求をしていただくことになります。

①医療費の健保負担分を請求

改定前 平成28年10月から

センコー健保の
加入資格を失った人

センコー健保

新たに加入した
健保等

②医療費の健保負担分を返還

③療養費として払い戻しを請求

④払い戻しを受ける

●資格喪失後に当健保の保険証を使ったら…

資格喪失後に当健保組合の保険証を使ったら当健保組合に医療費を返還

平成28年10月から
ご存じで

すか？

健康保険
の制度
健康保険の給付は
２年で時効になります

①～⑤のすべてを満
たす方は、社会保険
の加入が義務づけら
れます。

Check
現在、当健保組合の被扶養者である方が上記の条件を満たす場合は、勤務先の
被保険者となります。該当する被扶養者がいる方は、健保組合まで「被扶養者抹
消届」の提出をお忘れなく！

短時間労働者（パート・アルバイトなど）への
健康保険・厚生年金保険の適用が拡大されます
短時間労働者（パート・アルバイトなど）への
健康保険・厚生年金保険の適用が拡大されます
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